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商
店
街
を
彩
る
七
夕
飾
り
。

真
夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
染
め
た
花
火
。

８
月
６
日
、
被
災
地
復
興
支
援
と
し
て
、

栄
村
の
小
中
学
生
や
保
護
者
な
ど
90
人
、

上
田
市
へ
避
難
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
41
人
を
招
待
し
、

市
内
小
学
生
と
の
交
流
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

上
田
の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

交
流
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

真
夏
に
咲
い
た
交
流
の
花

東日本大震災の被災者と栄村の子どもた
ちが、千曲川沿いの桟

さ

敷
じき

席で間近に打ち
上がる約8,000発の花火を楽しんだ。

震
災
被
災
者
を
信
州
上
田
大
花
火
大
会
に
招
待
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栄村の島田茂樹村長と母袋市長も
子どもたちと一緒に流しそうめん
を食べた。

栄村の人たちの健康を願った
短冊も付けられた。

信州上田七夕まつりで復興祈願
　

８
月
６
日
、
花
火
大
会
に
招
待
し

た
栄
村
の
皆
さ
ん
90
人
は
約
２
時
間

の
長
旅
を
経
て
、
バ
ス
で
上
田
に
到

着
。
ま
ず
最
初
に
、
50
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
海
野
町
商
店
街
の
信
州
上

田
七
夕
ま
つ
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

七
夕
ま
つ
り
の
会
場
で
は
、
様
々

な
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
て
、
栄
村

の
子
ど
も
た
ち
も
流
し
そ
う
め
ん
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
願
い
ご
と
を

書
い
て
飾
る
笹
竹
が
設
置
さ
れ
、
短

冊
に
思
い
思
い
の
願
い
を
書
き
込
み
、

笹
に
付
け
ま
し
た
。



4

被災地の復興を願っての交流会

　

七
夕
ま
つ
り
見
学
の
後
は
、
市
内
に
避

難
す
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
、
栄
村

の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と
、
被
災
後
に

栄
村
の
小
中
学
校
に
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め

て
支
援
を
し
て
き
た
塩
田
西
小
学
校
の
児

童
な
ど
が
参
加
し
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
栄
村
と
上

田
市
の
紹
介
や
、
栄
村
の
参
加
者
全
員
に

よ
る
栄
村
歌
の
披
露
、
塩
田
西
小
学
校
児

童
の
コ
カ
リ
ナ
演
奏
に
合
わ
せ
て「
ふ
る

さ
と
」を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
で
被
災
者

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
震
災
復
興
を

支
援
す
る
日
本
相
撲
協
会
か
ら
は
、
前
頭

四
枚
目
の
隠お

岐き

の
海
関
が
登
場
し
、
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
力
士
と
力
比
べ
や
記
念

撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東日本大震災で市
内に避難した方と
話す母袋市長。

栄村の子どもたちが
感謝の言葉を述べた
後、栄村の参加者全
員で歌う村歌が披露
された。
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信
州
上
田
大
花
火
大
会
を
堪
能

　

午
後
７
時
か
ら
始
ま
っ
た
花
火
大
会
の
開
会
式
で

は
、
１
０
０
万
円
の
義
援
金
が
、
上
田
商
工
会
議
所

の
宮
下
茂
会
頭
か
ら
、
栄
村
の
島
田
茂
樹
村
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
母
袋
市
長
は
、「
長
野

県
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
栄
村
の
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
と
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
東
北
か
ら
上
田

に
来
て
い
る
皆
様
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
花
火
大
会
に
ご
招
待
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
癒い
や

し
の
ひ
と
時
、
上
田
か

ら
発
す
る
元
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
ば
、
幸
い

で
す
」と
挨
拶
し
、
花
火
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、次
々
と
打
ち
上
が
る
大
輪
の
花
火
に
、

歓
声
を
あ
げ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

この交流の様子は、上田市行政チャンネルの企画番組「被災者の心に大輪の
花～第24回信州上田大花火大会～」として放送されました。番組は、上田市
ホームページでもご覧になれます。

真夏に咲いた交流の花
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〝
映
画
の
ま
ち
〞上
田

特
別
上
映
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
23
年
６
月
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
た「
信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
９
月
29
日
㈭
と
30

日
㈮
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
上
田
ロ
ケ
映
画
の
特
別
上
映
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

信
州
上
田

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

設
立
10
周
年
を
記
念
し
て

　

近
年
、
地
域
に
お
い
て
映
像
作

品
の
制
作
支
援
を
行
う
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）の
活

動
が
、
国
内
で
も
広
く
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
映

画
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｃ
を
通
じ
た

作
品
が
８
割
以
上
を
占
め
る
と
い

わ
れ
、
撮
影
を
通
じ
て
地
域
の
魅

力
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し

た
り
、
地
元
の
方
々
が
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
た
り
と
、
映
画

の
制
作
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
Ｆ
Ｃ
の
全
国
組
織
で
あ
る

「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン（
以
下
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）」の
全
国

総
会「
第
３
回
通
常
総
会
」が
、
こ

の
９
月
30
日
に
上
田
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は「
信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」が
今
年
で
設
立
10
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
ぜ
ひ
上
田
市
で
開

催
し
た
い
と
、
昨
年
事
務
局
に
申

請
し
、
承
認
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

会
場
は
、
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
も
価
値
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
数

多
く
の
作
品
で
撮
影
が
行
わ
れ
て

き
た
信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
に
伴
い
９
月
29
日
・
30
日

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加

い
た
だ
け
る
上
田
ロ
ケ
作
品
の
特

別
上
映
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ロ

ケ
地
ツ
ア
ー
も
開
催
し
ま
す
。

全
国
へ
広
が
る

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

今
回
、
上
田
市
で
総
会
を
行
う

Ｊ
Ｆ
Ｃ
は
、
平
成
13
年
か
ら
国
内

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
活
動
し
て
い

た「
全
国
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
連
絡
協
議
会
」の
取
り
組
み
に

新
た
な
事
業
を
加
え
、
平
成
21
年

か
ら
活
動
を
開
始
し
た
組
織
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
各
地
に
お
け
る

Ｆ
Ｃ
の
横
の
連
携
を
促
進
す
る
活

動
や
、
行
政
の
関
係
機
関
に
対
す

る
働
き
か
け
に
加
え
、
日
本
で
の

ロ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
に
関
す
る

海
外
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
や
、

各
地
域
発
の
映
像
作
品
に
対
す
る

制
作
協
力
・
海
外
発
信
の
協
力
な

ど
を
通
じ
て
、
日
本
の
映
像
文
化

の
振
興
と
各
地
域
の
文
化
・
観
光
・

産
業
振
興
、
人
材
育
成
に
貢
献
す

る
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
は
90
を
超
え
る

Ｆ
Ｃ
と
全
国
の
映
像
関
係
者
・
団

体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
信
州
上

田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
そ

の
認
定
を
受
け
、
加
盟
を
し
て
い

ま
す
。
上
田
地
域
で
の
映
像
作
品

の
制
作
協
力
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ

の
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

PRODUCTION:REGIE:

CAMERA:

韓国映画「青
あお

燕
つばめ

」（日本未公開）のワンシーンが撮影された信州大学繊維学部講堂内のセット

　信州上田フィルムコミッション　TEL23・5408
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プ
ロ
グ
ラ
ム
前

半
は
、
上
映
会
で

お
楽
し
み
い
た
だ

い
た
映
画
を
含
め
、

上
田
市
で
こ
れ
ま

で
数
多
く
の
ロ
ケ

を
し
、
ま
た
信
州
上
田
観
光
大
使

で
も
あ
る
大
林
宣
彦
監
督
に
よ
る

講
演
会
。
後
半
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
副

理
事
長
で
あ
る
田
中
ま
こ
氏
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
大
林

監
督
と
上
田
市
在
住
の
映
画
照
明

技
師
・
安や
す
こ
う
ち

河
内
央ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
、
映
画

撮
影
監
督
・
佐
藤
雄
大
さ
ん
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は「
撮
影
に
関
す
る

人
材
育
成（
仮
）」に
つ
い
て
。
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

特別上映会とシンポジウム
●期日 ９月29日㈭ 　　
●時間　第１部・上映会／午前10時～午後２時30分　第２部・シンポジウム／午後２時45分～５時
●場所　上田映劇（中央２丁目）　　●入場料　無料　　
●受付　先着順 ※第１部、第２部ともに整理券の配布はありません。

第１部
特別上映会

第２部
シンポジウム

　ロケ誘致において実に90年以上の歴史をもつ上田市は、現在も年間50件近い映像作品の舞台と
なっています。今回の特別上映会では、これまで撮影された映画の中から次の２作品を上映します。

「博士の愛した数式」
公　開：2006年
監　督：小泉堯

たか

史
し

出　演：寺尾聰
あきら

、深
ふか

津
つ

絵里、齋藤隆
りゅう

成
せい

、吉岡秀隆、浅丘ルリ子ほか
ロケ地：上田城跡公園野球場、上田千曲長野自転車道線、上掘グラ

ウンド、唐沢の滝、温泉口水辺プラザ、丸子金子図書館、
JA信州うえだ塩田東山観光農園、浦里郵便局ほか

【解説】
第一回本屋大賞に輝いた小川洋

よう

子
こ

の同名ベストセラーを寺尾聰、深
津絵里主演で映画化。監督は「雨あがる」の小泉堯史。80分しか記
憶が続かない初老の天才数学者と一組の母子の心温まる交流を優し
い眼差しで描く。

「淀川長治物語 神戸篇 サイナラ」
公　開：2000年
監　督：大林宣

のぶ

彦
ひこ

出　演：秋吉久美子、柄本明、ガダルカナル・タカ、厚木拓郎、
 勝野洋

よう

輔
すけ

ほか
ロケ地：浦里小学校、安楽寺、信州大学繊維学部講堂、柳町、矢出

沢川河畔、旧宣教師館、上田蚕
さん

種
しゅ

株式会社、旅館花屋、鍛
冶町、大輪寺ほか

【解説】
20世紀を代表する映画の語り部として、世界的にも広く親しまれ
た映画評論家・淀川長

なが

治
はる

。そんな彼の幼年期から青年期にかけての、
映画に魅了されるきっかけとなった神戸時代のあらましを、彼を敬
愛し親交も深かった大林宣彦監督が映画化。

大林宣彦監督
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　　ロケ地ツアー
●日時　９月30日㈮午後０時30分～３時30分（０時20分上田市役所前集合）
●定員　先着30名　　●参加費　500円（保険代含む。当日徴収）
●申し込み　９月20日㈫までに、電話またはFAX（23・7355）
 　　Eメール（fc@city.ueda.nagano.jp）で。

今回のロケ地ツアーでは、ほんの一部ですがこれまで作品の舞台となった次の現場をバスで巡ります。
皆さんのご参加をお待ちしています。

信州大学繊維学部
【映画】「淀川長

なが

治
はる

物語 神戸篇 サイナラ」
「ゼロの焦点」「７月24日通りのクリスマス」
「青

あお

燕
つばめ

」（韓国映画）ほか
【TV】「坂の上の雲」「白

しら

洲
す

次郎」
「フジ子・ヘミングの軌跡」「カノン」ほか

上田蚕種株式会社
【映画】「淀川長治物語 神戸篇 サ
イナラ」「ヴィヨンの妻～桜

おう

桃
とう

と
タンポポ～」「犬神家の一族」「お
よう」ほか

（車窓から…）
旧北国街道（常田）
※新旧映画「犬神家の一族」のタイトルバック撮影地。
旧北国街道（柳町）　
※新旧映画「犬神家の一族」をはじめ、映画「淀川長治物語 神戸篇 
サイナラ」など、多くの撮影実績あり。

上田城跡公園野球場
【映画】「博士の愛した数式」
「ラストゲーム 最後の早慶戦」

浦里小学校
【映画】「淀川長治物語 神戸篇 サ
イナラ」「ゼロの焦点」「私は貝に
なりたい」「理

り

由
ゆう

」「スパイ・ゾルゲ」
「告別」ほか
【TV】「僕たちの戦争」「広島・昭和
20年８月６日」ほか

鴻之巣
【映画】「隠し砦

とりで

の三悪人 THE LAST PRINCESS」
「楢
なら

山
やま

節
ぶし

考
こう

」
【TV】「鉄板少女アカネ!!」「ギャルサー」

（車窓から…）醤油久保橋（浦野川）
※全国的にも珍しい現役の木橋。
上戸彩と滝沢秀明が出演した飲
料水のCMロケ地。

（車窓から…）塩田平
※田園をゆく別所線は多くの
作品で登場。

PRODUCTION:REGIE:

CAMERA:

（車窓から…）
旧北国街道（諏訪部）
※映画「たそがれ清兵衛」の
　決闘シーン撮影地。

JA信州うえだ
塩田東山観光農園
【映画】「博士の愛した数式」
「たとえ世界が終わっても」ほか
【TV】「それでも、生きてゆく」
「ハッピーバースデー」ほか
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―

上
田
市
を
最
初
に
訪
れ
た
時
の
印

象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
14
年
、
関
本
郁い
く

夫お

監
督
の

『
お
よ
う
』の
撮
影
の
時
に
初
め
て

訪
れ
ま
し
た
。
当
時
の
印
象
は
、

こ
こ
は
食
べ
物
が
う
ま
い
ま
ち
だ

な
ぁ
と
い
う
こ
と
。
地
酒
も
い
け

る
し
、
焼
き
鳥
や
馬
刺
し
な
ど
、

色
々
い
た
だ
い
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。

―

上
田
へ
の
引
越
し
を
決
め
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
力

が
強
い
か
ら（
笑
）。
ロ
ケ
地
の
提

供
や
制
作
者
へ
の
協
力
な
ど
、
こ

れ
だ
け
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ

ん
。
一
緒
に
何
か
で
き
た
ら
い
い

な
、
と
い
う
思
い
が
上
田
に
住
も

う
と
決
め
た
一
番
大
き
な
理
由
で

す
。

―

こ
ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す

か
？

　

晴
れ
の
日
が
多
く
、
冬
は
雪
も

少
な
い
。
年
間
を
通
じ
て
気
候
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
山
あ
い
の
緑

に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し
で
す
が
、
車

で
少
し
行
け
ば
ス
ー
パ
ー
や
商
店

も
あ
る
し
温
泉
だ
っ
て
楽
し
め
る
。

と
て
も
快
適
で
す
よ
。

―

ロ
ケ
地
と
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

　

な
ぜ
上
田
で
撮
影
が
多
い
か
？

そ
れ
は
、
本
や
シ
ナ
リ
オ
の
中
に

描
か
れ
た
場
所
、
つ
ま
り
ロ
ケ
に

適
し
た
場
所
が
多
い
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
古
い
建
物
や
自

然
、
皆
さ
ん
が
な
ん
で
も
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
日
常
の
風
景
こ
そ

が
上
田
の
魅
力
で
す
。
車
で
市
内

を
走
っ
て
い
る
と
、
こ
こ
も
あ
そ

こ
も
ロ
ケ
に
使
え
そ
う
だ
、
と
思

わ
ず
目
が
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

―

今
後
の
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

実
は
、
自
宅

の
敷
地
内
に
喫

茶
室
や
バ
ー
な

ど
、
撮
影
に
使

う
た
め
の
セ
ッ

ト
を
手
作
り
し

て
い
ま
す
。
ま

だ
途
中
な
の

で
、
ま
ず
は
こ

の「
映
画
の
里
」

の
完
成
を
目
指
し
た
い
。
そ
し

て
、
将
来
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
開
放
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
で

上
田
発
信
の
映
画
を
撮
り
、
ま
ち

の
映
画
館
で
上
映
す
る
。
そ
ん
な

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
誰
も
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
に
な
れ
ば
、「
映

画
の
ま
ち
」上
田
も
さ
ら
に
盛
り

上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

上
田
の
映
画
人

　

上
田
市
小
泉
に
暮
ら
す
安や
す
こ
う
ち

河
内
央ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
。
日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
照
明
技
師

と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
３
度
に
わ
た
り
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
照
明
賞
を
受
賞
。

平
成
22
年
９
月
に
は
、
活
動
拠
点
を
東
京
か
ら
上
田
市
へ
移
し
、
今
も
現
役
で
制
作

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
生
粋
の
映
画
人
・
安
河
内
さ
ん
に
、
上
田
の
ま
ち
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

安
河
内
央
之
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

安河内さんには９月29日㈭第２部シンポジウム
のトークセッションに登場していただきます。
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東日本大震災復興応援イベント 
新生上田市５周年記念事業

「絵本で元気を！」絵本ライブ

　「いのち」「つながり」「家族」などをテーマに、た
くさんの絵本を出版している絵本作家の長谷川義

よし

史
ふみ
さんと、「ピアニカ王子」こと音楽家の大

おお
友
とも
剛
たけし
さ

んによる、楽しく、そして心がつながる絵本ライ
ブを開催します。
　ご家族、友人と一緒にお出かけください。
　両氏によるサイン会もあります。

情報

新生上田市５周年記念事業

～q
クァルテット

uartette S
ソレイユ

oleil～
Concert vol.1

　東京を中心に活躍する若手演奏家グループ
「クァルテット・ソレイユ」は、結成８年を迎
える実力派の弦楽四重奏団です。メンバー全
員が東京藝術大学出身の彼女たちの、若さあ
ふれる温かな、そしてエネルギッシュな演奏
をお楽しみください。

長谷川義史さん 大友剛さん

日　時  10月29日㈯午前10時～正午
場　所  塩田公民館大ホール
出　演  長谷川義史氏（絵本作家）、大友剛氏（音楽家）
定　員  300名
入場料  一般1,000円
 中学生以下無料（整理券が必要です）
販売窓口  琴光堂楽器店、絵本ライブ実行委員会
 上田市書店協同組合事務局（TEL25・0545）
　　　　　〔清水書店、西沢書店、斎藤書店、平林堂書店、ほその書店、

王様屋、なるに屋〕
　絵本ライブ実行委員会（澤

さわ

路
じ

）　
　　TEL080・3080・0756（月～金曜日午後１時～７時）
　　Eメール：challenge-mamma-415@ezweb.ne.jp

日　時  ９月28日㈬午後７時開演（６時30分開場）
場　所  信州国際音楽村ホールこだま
メンバー  平野悦子・東山加奈子（ヴァイオリン）、高橋梓（ビオラ）、太田陽子（チェロ、上田市出身）
曲　目  モーツァルト：弦楽四重奏曲 第17番 変口長調 K.458〈狩り〉
 シューベルト：弦楽四重奏曲 第13番 イ短調 D.804〈ロザムンデ〉
 ドビュッシー：弦楽四重奏曲 卜短調 作品10　ほか
入場料  前売券2,500円、当日券3,000円
販売窓口  夢プロジェクト実行委員会事務局、クァルテット・ソレイユ
　夢プロジェクト実行委員会事務局（太田）　TEL71・5175
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信濃国分寺駅 大屋駅

神
川

矢
ノ
沢
川

依
田
川

しなの鉄道

至上田市街

神川小学校

国道18号

県
道
上
田
塩
川
線

国
道
１
５
２
号

小牧橋
交差点

通行止区間
小牧橋交差点～県道上田塩川線分岐点

信州国際音楽村

丸子浄化
センター

大
屋
橋

小
牧
橋

大
石
橋

東郷橋

千曲川

トンネル整備
計画区間

仮設道路設置区間
落石発生
か所

Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　４月20日、生田の市道丸子小牧線で落石事故が発生し、その後の調査で危険箇所が複数みられるため、現
在も車両通行止めとなっています。市道丸子小牧線は１日に6,000台を超える交通量がある主要道路であり、
国道152号をはじめとする周辺の道路での渋滞を招いています。
　６月議会で恒久的な安全対策として示した「トンネル整備」
の方針に基づき、平成27年度の完成予定で、今年度からルー
ト検討、またボーリングなど岩盤調査を進めていきます。
　また、その間の全面通行止めを回避すべく、10月開通予定
で仮設道路工事を行っています。１車線程度を河川側に移し、
崖と仮設道路の間に落石防止柵を設け、２車線を整備する予
定です。
　ご不便をおかけしていますが、ご理解ご協力をお願います。
　なお、最新情報は上田市ホームページをご覧ください。
　 建設課　TEL42・1031

デジタルアートグランプリ2011
作品を募集します

　パソコンで制作した自慢のグラフィックスやマルチメディア作品を募集します。

市道丸子小牧線
落石事故による危険箇所を迂回するトンネル整備計画と仮設道路建設

一般クラス静止画
優秀賞
「私の中に生まれる幸せ」
新井木

き

理
り

子
こ

（東京都）

中学生・高校生クラス静止画
優秀賞「幸せのカタチ」
大浦詩

し

由
ゆう

（東京都）

小学生クラス静止画
優秀賞
「しあわせのくにの人たち」
竹
たけ

折
おり

奏
かな

海
み

（上田市）

作品テーマ  元気
募集対象  一般クラス、中学生・高校生クラス、小学生クラス
募集部門  静止画部門（静止グラフィック作品）、動画部門（アニメーションなどのビデオ

作品、およびインタラクティブ性を持ったマルチメディア作品）
応募規定  
○応募数 １部門につき一人１点
○応募作品　応募時に他のコンテストにおいて受賞歴のない作品。Windows環境で表示・

動作できる作品（静止画、動画､ HTML､ プログラムなど）。動画部門は、ビ
デオテープ応募も可。動作に必要条件がある場合（プラグインなど）は、応募
用紙に併記してください。音声だけの作品は受け付けません。

○作品時間　動画部門／５分以内
 　インタラクティブ作品／おおむね５分以内で再生できるもの
○作品の著作権　作者に属しますが、コンテストの結果発表や広報・宣伝などの活動で、

当委員会が複製・利用できるものとします。
○著作権処理など　作品内で使用するキャラクター、デザイン、音楽などは、すべて著作

権処理や使用条件などをクリアして応募してください（盗作、無断使用など
は不可）。

募集締切  10月31日㈪必着（電子メールは、31日㈪24：00の受信分まで有効）
応募方法  マルチメディア情報センターホームページにある応募用紙に必要事項を記入

し、作品とともに送付または添付してください。詳細は、事務局まで問い合わ
せください。

表彰内容  グランプリ賞金20万円のほか、各クラスの部門ごとに優秀賞、入選、その他
各賞あり。

結果発表  12月１日㈭にコンテストホームページと各メディアで発表。
　デジタルアートグランプリ2011実行委員会事務局
　　（〒386-1211 下之郷812-１ マルチメディア情報センター内）　TEL39・1000
　　http://www.umic.jp/2011/contest/index.html
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

市
税
な
ど
の
口
座
振
替

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
新
規
で
市
税

な
ど
の
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
だ
方
の
中

か
ら
抽
選
で
２
０
０
名
に
記
念
品
と
し
て

市
内
温
泉（
さ
さ
ら
の
湯
、
あ
い
そ
め
の

湯
、
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
、
う
つ
く
し
の

湯
）の
共
通
入
場
券
大
人
用
２
枚
を
差
し

上
げ
ま
す
。

●
期
間　

９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

●
対
象
者　

期
間
中
に
、
新
規
で
市
税
な

ど
の
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
だ
方
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
①
す
で
に
、
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
方
が
、
口
座
振
替
を
解
約
し
、

再
度
申
し
込
み
を
し
た
場
合
。
②
キ
ャ

ン
ぺ
ー
ン
期
間
中
に
解
約
し
た
場
合
。

③
対
象
と
な
る
税
な
ど
に
未
納
が
あ
る

場
合
。

●
対
象
と
な
る
税
な
ど　

市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
軽
自
動
車
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

●
申
込
方
法　

通
帳
、
銀
行
届
印
を
持
参

の
う
え
、
次
の
市
内
金
融
機
関
、
ま
た

は
市
収
納
担
当
窓
口
で
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

八
十
二
銀
行
、
上
田
信
用
金
庫
、
信
州

う
え
だ
農
業
協
同
組
合
、
三
井
住
友
銀

行
、
群
馬
銀
行
、
長
野
銀
行
、
長
野
県

信
用
金
庫
、
長
野
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

●
発
表　

記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

青
少
年
善
行
表
彰
を

実
施
し
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お

お
む
ね
18
歳
以
下
の
個
人
、
お
よ
び
18

歳
以
下
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

●
表
彰
基
準　

①
勇
気
、
親
切
を
示
し
、

周
囲
を
明
る
く
す
る
行
い
を
し
た
方
。

②
道
徳
心
、
公
共
心
を
高
め
る
行
い
を

し
た
方
。
③
自
立
心
に
富
ん
だ
行
い
を

し
た
方
。
④
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認

め
ら
れ
る
行
い
を
し
た
方
。⑤
そ
の
他
、

人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
奉
仕
す
る
な

ど
善
い
行
い
を
し
た
方
。

●
推
薦
方
法　

10
月
５
日
㈬
ま
で
に
生
涯

学
習
課
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
、
ま

た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の
推
薦
書
で
生
涯
学
習
課

へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

成
年
後
見
相
談
会
＆
勉
強
会

　

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
、
勉

強
会
、
電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月
16
日
㈮

●
時
間　

①
面
談
相
談
会
、
②
電
話
相
談

　
（
専
用
電
話　

０
２
６
・
２
３
２
・
７
４

　

９
９
）／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
③

勉
強
会
／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

①
③
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
大
町
市
大
町
１
１
２
９
番
地
）

●
申
し
込
み　

不
要（
①
は
、
先
着
順
に

受
け
付
け
）

　

長
野
県
司
法
書
士
会　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

　
　

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の

支
部

　
　

TEL
０
２
６
・
２
５
３
・
２
１
２
９

上
田
駅
お
城
口
公
衆
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

工
事
期
間
中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
上
田
駅
温
泉
口
公
衆
ト
イ
レ
ま
た
は

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
を
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間　

９
月
20
日
㈫
か
ら
１
か
月

程
度

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
の
た

め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
の
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
対
象　

市
民
、
お
よ
び
市
内
の
事
業
所

（
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方
）

●
補
助
額　

１
台
に
つ
き
10
万
円
以
内

●
募
集
台
数　

合
計
５
台（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　

平
成
24
年
１
月
30
日
㈪

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

動
物
慰
霊
の
会
を

開
催
し
ま
す

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部
お
よ
び

上
小
飼
犬
管
理
対
策
協
議
会
主
催
に
よ

る
、
動
物
慰
霊
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
22
日
㈭
午
後
４
時
〜

今
月
の
表
紙

お
知
ら
せ

　千曲川の常田新橋下流で８月６
日、第24回信州上田大花火大会が
開催されました。
　震災復興を祈願する今年の花火
大会。打ち上げ前に震災の犠牲者
に黙とうを捧げました。オープニ
ングワイドスターマイン「がんば
れニッポン!! ～一刻も早い復興を
願って～」で開幕し、約8,000発の
花火が夜空を彩りました。打ち上
げ会場に近い堤防道路は、出店が
立ち並び、たくさんの人でにぎわ
い、フィナーレのワイドスターマ
イン「上田の空から希望の光を」ま
で次々と打ち上がる花火を、多く
の観衆が堪能しました。

第24回信州上田大花火大会



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

I n f o rm a t i o n  A  L a  C a r t e

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e13

●
場
所　

大
星
斎
場

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
５
３

９
月
10
日
〜
19
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

市
で
は
、
屋
外
に
掲
出
さ
れ
る
看
板
や

の
ぼ
り
旗
な
ど
の
広
告
物（
屋
外
広
告
物
）

の
乱
立
を
防
ぎ
美
観
を
維
持
す
る
た
め
、

屋
外
広
告
物
に
関
す
る
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
禁
止
物
件
に
、「
の
ぼ
り
旗
」

な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
し
て
い
る
例

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

良
好
な
景
観
保
全
と
公
衆
へ
の
危
険
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
禁
止
物
件　

信
号
機
、
交
通
標
識
、
道

路
上
の
柵
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
街
路
灯
、

電
柱
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
街
路
樹
、
公

衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
。
た
だ
し
、
公

職
選
挙
法
に
関
す
る
も
の
、
法
令
の
規

定
に
よ
り
掲
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
も

の
は
除
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
上
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

第
49
回
信
州
夏
期
大
学

講
演
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
う
え
だ
８
月
１
日
号
に
掲
載
し
た

「
第
49
回
信
州
夏
期
大
学
」の
高
瀬
淳
一
氏

講
演
会
の
開
催
日
が
、９
月
16
日
㈮
か
ら
、

９
月
８
日
㈭
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
時
間
、場
所
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

信
州
夏
期
大
学
運
営
委
員
会
事
務
局

　
　
（
丸
子
公
民
館
内
）

　
　

TEL
42
・
３
１
４
７

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ぶ
ど
う
収
穫
作
業
体
験

参
加
者
募
集

　

広
大
な
ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

の
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
参
加

者
全
員
に
、
昼
食
と
土
産
の
ワ
イ
ン
を
用

意
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭
・
30
日

㈮
、
10
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
・
５
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
塩
川
陣じ
ん

場ば

ぶ
ど
う
畑

●
定
員　

各
回
60
名（
作
業
の
た
め
お
子

様
連
れ
の
参
加
不
可
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

摘
果
バ
サ
ミ（
貸
出
あ
り
）

●
申
し
込
み　

９
月
９
日
㈮
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
丸
子
産
業
観
光
課
へ
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
42
・
１
０
３
７

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
場
ピ
ア
ニ
ス
ト
募
集

　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
の
ピ

ア
ノ（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
２
９
０
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
）を
ピ
ア

ノ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
リ
レ
ー
方
式
で
弾

い
て
い
た
だ
く
演
奏
会「
第
19
回
セ
レ
ス･

ピ
ア
ノ
・
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

（
１
部
）、
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

（
２
部
）、
同
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分（
３
部
）、
午
後
１
時
〜
３

時（
４
部
）、
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30

分（
５
部
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
演
奏
方
法　

ピ
ア
ノ
独
奏
、
ピ
ア
ノ
連

弾
、
ピ
ア
ノ
と
他
の
楽
器
の
合
奏
な
ど

ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
演
奏（
マ
イ
ク
な

ど
の
音
響
設
備
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

●
演
奏
時
間　

一
人
10
分
以
内（
厳
守
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
演
奏
記
念
Ｃ
Ｄ

作
成
代
）

●
受
付
期
間　

９
月
４
日
㈰
〜
25
日
㈰

（
各
部
と
も
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し

て
参
加
費
を
添
え
て
丸
子
文
化
会
館
窓

口
へ
。

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL
42
・
０
０
０
１

　
　

せら知お

　第53回長野県消防ポンプ操法大会・第20回長野
県消防ラッパ吹奏大会が７月31日、伊那市で開催
され、第10分団が自動車ポンプの部で、丸子第２
分団が小型ポンプの部で優勝し、ラッパ吹奏の部
で、ラッパ隊が４位入賞と好成績を収めました。
この大会は、市町村予選を勝ち抜き、県下13消防
協会の各大会で１位になった地区代表が長野県１
位を目指し、日頃の訓練成果を競うもので、小型
ポンプの部では、上田市消防団が４年連続優勝の
偉業を達成しました。
　 消防総務課・消防団事務局　TEL26･0119

県大会で２部門制覇!!
上田市消防団

お
知
ら
せ
／
催
し
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池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

秋
の
企
画
展

◇
企
画
展「
池
波
正
太
郎『
青
春
忘
れ
も

の
』の
舞
台
を
歩
く
」

●
日
時　

９
月
23
日（
金
・
祝
）〜
平
成
24

年
１
月
９
日（
月
・
祝
）午
前
10
時
〜
午

後
６
時（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
12

月
28
日
㈬
〜
平
成
24
年
1
月
4
日
㈬

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
市
内
高
校

生
以
下
無
料
、
団
体
・
障
が
い
者
割
引

あ
り
。

◇
特
別
講
座「
池
波
正
太
郎
と
東
京
」

●
日
時　

９
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
講
師　

鶴つ
る

松ま
つ

房ふ
さ

治は
る

氏（
池
波
正
太
郎
記

念
文
庫
指
導
員
）

●
定
員　

60
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
お
茶
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

９
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

第
13
回
上
田
市
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

●
期
日　

11
月
27
日
㈰

●
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館

●
参
加
部
門　

①
低
学
年
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ド
ッ
ジ（
１
〜
３
年
生
編
成
）、

②
高
学
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ（
４
〜

６
年
生
編
成
、
初
心
者
）、
③
高
学
年

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ（
４
〜
６
年
生

編
成
、
上
級
者
）

※
②
③
は
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
名
、
コ
ー
チ
1

名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
、
正
選
手
10

名
、
交
代
選
手
５
名
以
内

●
参
加
資
格　

市
内
の
小
学
生

●
定
員　

先
着
30
チ
ー
ム（
全
部
門
合
計
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
組

合
せ
抽
選
会
に
持
参
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
で
、
10

月
28
日
㈮
ま
で
に
、
体
育
課
、
丸
子
総

合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事

務
所
へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

塩
川
お
は
な
し
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

絵
本
の
読
み
き
か
せ
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

き
の
こ
狩
り
体
験
を
開
催

●
日
時　

10
月
16
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
頃

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
周
辺

●
定
員　

30
名（
応
募
多
数
は
抽
選
）

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
昼
食
代
・
入

浴
料
含
む
）

●
申
し
込
み　

９
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
は

が
き
に
氏
名
、
住
所
、
当
日
に
連
絡
可

能
な
携
帯
な
ど
の
電
話
番
号
、
複
数
で

申
し
込
み
の
場
合
は
他
の
参
加
者
の

氏
名
を
明
記
の
う
え
、（
〒
３
８
６―

８
６
０
１　

住
所
不
要
）森
林
整
備
課

「
き
の
こ
狩
り
体
験
」係
へ
。（
当
日
消
印

有
効
）

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

第
13
回
ブ
ラ
ジ
ル
田
舎
祭
り

IN
上
田

　

ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
の
演
奏
、
歌
や
踊
り
の

披
露
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
ブ
ラ
ジ

ル
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
入
場
料　

無
料

　

ブ
ラ
ジ
ル
田
舎
祭
り
IN
上
田
実
行
委

員
会
事
務
局（
佐
々
木
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
３
１
０
・
４
８
４
５

敬
老
の
日

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

●
日
時　

９
月
19
日（
月
・
祝
）午
前
８
時

受
付
開
始（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
対
象　

65
歳
以
上
の
男
女

●
定
員　

１
５
０
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
保
険
料
、
昼

食
代
含
む
。
入
場
料
別
途
。
当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

９
月
15
日
㈭
ま
で
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
／
FAX
39
・
４
４
５
５

茶
灯
会

　

博
物
館
庭
園
に
約
３
５
０
本
の
灯と
う

篭ろ
う

を

灯と
も

し
ま
す
。
幻
想
的
な
ム
ー
ド
の
下
で
お

茶
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
２
日
㈰
午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

動
物
の
飼
い
方

マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
散

歩
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
な
ん
で

も
相
談
の
ほ
か
、
公
園
内
の
糞ふ
ん

便
拾
い
を

行
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
景
品
を
配
布
、

犬
と
の
写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜
10
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
申
し
込
み　

不
要
。
会
場
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部（
上

田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

　
　

TEL
25
・
７
１
５
３

催
し
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交
通
安
全
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
開

催
し
ま
す
。長
野
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
の
演
奏（
第
１
部
幼
児
向
け
、

第
２
部
大
人
向
け
）の
ほ
か
、
警
察
官
に

よ
る
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
話
も
あ
り

ま
す
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
車

で
の
ご
来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。
入
場

は
無
料
で
す
。

●
日
時　

９
月
26
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館
中
庭（
雨
天
時
は

同
館
体
育
館
）

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

ふ
れ
あ
い
夢
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
１

　

上
智
大
学
吹
奏
楽
団
Ｓ
Ｍ
Ｂ（
ソ
フ
ィ

ア
・
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ン
ド
）の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
申

し
込
み
不
要
で
入
場
無
料
で
す
。

●
日
時　

９
月
７
日
㈬
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
演
奏
曲　

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
ウ
イ
ン
ズ
、

さ
ん
ぽ（
と
な
り
の
ト
ト
ロ
）、
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
な
ど

　

真
田
中
央
公
民
館

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

催
し

せら知お

●上田市に寄せられた義援金の合計金額（７月31日現在）
　4,962万円（内訳／東日本大震災分4,418万円、長野県北部
地震分544万円）
●上田市に義援金を寄せられた法人・団体
　（７月31日現在　敬称略　五十音順）
　秋萩会、アクロスホーム㈱、㈲あさかわ、あさつゆ、鮎
の虜

とりこ

クラブ、安藤病院、石原産業、上田衛生㈱、上田観
光コンベンション協会、上田剣道連盟、上田交通安全協
会西塩田支会、上田高等学校生徒会、上田佐久司法書
士事務所、上田市管内土地改良区、上田市議会、上田市
産業開発公社、上田市自治会連合会、上田市総合美術展
運営委員会、上田市武石グラウンドゴルフクラブ、上田
市長瀬東街道友和会、上田市文化芸術協会、上田市民生
委員・児童委員協議会、上田市民踊連合会、上田城太鼓
祭実行委員会、上田情報ビジネス専門学校、うえだ食彩
館ゆとりの里直売施設利用組合、上田地区更生保護女性
会、上田千曲高校機械科卒29会一同、上田調停協会、上
田料理飲食店組合、うたカルタの会、エコ・サポート
21、大熊地質調査事務所、大日向女性部、オギノギャラ
リー、家庭倫理の会、華龍飯店、観光会館売店、㈱絆

きずな

コー
ポレーション、北小学校児童会、共産党市議団等、グラ
ウンドゴルフ協会、倉升同姓会、小泉大日堂御開帳委員
会、公明党、向

こう

陽
よう

院、国道18号上田坂城バイパス半過地
区対策委員会、腰越無尽二十五日会、㈲小松資源リサイ
クル、佐助会、㈱サンビーム、㈲CSSサービス、塩川小
学校、塩田手づくな同好会、上小建築団体協議会、上小
防犯協会、上小遊技場組合、信州上田まつり実行委員会、
信州喜楽交遊会、信州上小森林組合、信州ルネッサンス
2011、菅平区・菅平高原観光協会・菅平高原旅館組合、
菅平高原除雪企業組合、菅平高原スキークラブ、菅平
高原スキークラブゴルフコンペ実行委員会、㈲春原工業
所、善光寺大本願仏教婦人会上田、宗

そう

龍
りゅう

寺
じ

、託児ボラン

ティアすずらん、㈲田口建設、㈱竹重商会、武石小学校
PTA、DANCE ART PRO、ダンススピリッツ、千曲建
設工業㈱、千曲荘病院友愛会、千曲電業㈱、チャリティー
つながるマーケット実行委員会、角

つの

田
だ

産婦人科、㈱東京
電機、東信航空連盟、陶

とう

友
ゆう

会、友の会、とりあえず吾平、
長野オートメーション㈱、長野県自動車整備振興会、長
野県第５団ガールスカウト、長野県退職者連盟上田支
部、長野プロパンガス㈱、㈱中村体育、㈱日華、日興㈱、
日興産業㈱、㈱NISSIN APS、日赤奉仕団、日本ガス水
道㈱、年金受給者協会丸子青木支部、バイクイベントま
つり実行委員会、㈱バビデ、東日本大震災支援うえだ女
性ネット実行委員会、東日本大震災チャリティーフリー
マーケット実行委員会、ファイブスターフレスポまるこ
店、㈱藤

ふじ

与
とも

建設、別所温泉観光協会、勉強会０、ほほ笑
み介護支援センター、町組ゴルフクラブ、松山技研㈱、
丸子柔剣道教室、みつる会、㈱宮坂製作所、㈱ミヤマ、
Ｍjuk、室賀小学校昭和37年卒業生一同、㈱柳原製作所、
㈱山辺、㈱山宮建設、友和会、㈱ゆたかや、陽

よう

泰
たい

寺
じ

、龍
りゅう

顔
がん

寺
じ

、理容山岸、わかば卓球クラブ
※市長または各地域自治センター長に直接、または窓口に
持参され、受領証を発行した法人・団体を掲載していま
す。なお、公表を希望しない法人・団体は除いています。

●義援金の送金・届け先
　東日本大震災分3,934万円（日本赤十字社へ3,414万円送金
したほか、岩手県・宮城県・福島県へ各20万円、岩手県
大
おお

槌
つち

町へ50万円、宮城県の仙台市・亘
わた

理
り

町へ各100万円、
宮城県の名取市・岩沼市・山元町・南三陸町へ各50万円、
福島県西郷村へ10万円を送金またはお届けしました）。
　長野県北部地震分534万円（長野県栄村へ送金しました）。
●義援金の受付期間　９月30日㈮まで
　 福祉課　TEL22･4100（内線1990）

東日本大震災・長野県北部地震の義援金
多くの方からのご支援ありがとうございました
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第
36
回
人
権
を
考
え
る

地
区
市
民
集
会
を
開
催

　
「
災
害
と
人
権
」を
テ
ー
マ
に
、
と
も
に

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
㈮
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
題　

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
み
た
人
権

●
講
師　

田
村
保た
も
つ

氏（
元
上
田
教
育
事
務

所
生
涯
学
習
課
長
）

●
定
員　

５
０
０
名

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

本
格
派
マ
ク
ロ
ビ
料
理

か
ん
た
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

　

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク（
マ
ク
ロ
ビ
）は
、

食
材
や
調
理
法
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
食

生
活
法
・
食
事
療
法
の
一
種
で
す
。
砂
糖
・

化
学
調
味
料
を
一
切
使
わ
ず
、
素
材
の
旨

み
を
お
い
し
く
引
き
出
す
料
理
法
で
、
手

間
も
時
間
も
か
か
る
マ
ク
ロ
ビ
料
理
を
、

誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
27
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

レ
ン
コ
ン
の
は
さ
み
揚
げ
入
り

玄
米
バ
ー
ガ
ー
ほ
か
３
品

●
講
師　

平
林
葉
子
氏（
マ
ク
ロ
ビ
料
理

研
究
家
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈭
以
降
、
中
央

公
民
館
窓
口
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
３
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

９
月
22
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
状
態
へ
の
理
解
、
家
族
が
で
き
る
こ

と
」、
②
交
流
会

●
講
師　

飯
田
俊と
し

穂ほ

医
師（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

長
野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所

長
）

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
21
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

地
域
の
高
齢
者
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
４
回
の
研

修
を
終
え
た
方
に
は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

地域づくりコーディネーター養成講座

●時間／場所　①②④⑥～⑨午後６時30分～８時30分／上
田駅前ビル・パレオ２階会議室、③⑤午後
１時30分～４時30分／長野大学講義室、⑩
午後１時30分～４時30分／上田駅前ビル・
パレオ２階会議室

●参加費　10回3,000円（資料代として）
●申し込み　９月30日㈮までに上田市ホームページまた

は、市民参加・協働推進課、各地域自治セン
ターにある申込用紙で、市民参加・協働推進
課または長野大学地域連携センターへ。

　 市民参加・協働推進課　TEL22･4100（内線1352）

室教・座講

回 期　　日 内　　容
① 10月６日㈭ 開校式
② 10月20日㈭ 地域における参加と協働
③ 11月５日㈯ ファシリテーション入門
④ 11月10日㈭ 建築とまちづくり活動
⑤ 11月19日㈯ 地域の実例
⑥ 11月24日㈭

演習⑦ 12月８日㈭
⑧ 平成24年１月26日㈭
⑨ ２月９日㈭
⑩ ２月18日㈯ 成果発表会・閉校式

●期日／内容
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キラリ★輝くこどもたち！

タ
ー
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

●
期
日
／
内
容
／
講
師

①
９
月
28
日
㈬
／「
介
護
予
防
全
般
に
つ

い
て
」／
高
齢
者
介
護
課
職
員
、「
運
動

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」／
鷲わ
し

巣ず

国
彦
氏（
運
動
療
法
士
）

②
10
月
５
日
㈬
／「
歌
に
よ
る
介
護
予
防
」

／
斉
藤
恵
理
子
氏（
歌
声
の
響
く
元
気

上
田
! !
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

長
）

③
10
月
７
日
㈮
／「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」「
明
日
か
ら
役
立
つ
テ
ク

ニ
ッ
ク
」／
高
齢
者
介
護
課
職
員

④
10
月
12
日
㈬
／「
口こ
う

腔く
う

機
能
向
上
に
つ

い
て
」／
天あ
ま

野の

靖
子
氏（
丸
子
中
央
総
合

病
院
歯
科
衛
生
士
）、
認
定
式

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時
10
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方

●
定
員　

40
名

●
申
し
込
み　

９
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
介
護
課
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課　

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

恵まれた自然を最大限に
生かし命の根っこを育てる

日向幼稚園

　日向幼稚園は、小泉地籍にあり、今年で
創立30年を迎えました。園舎の前には浦
野川が流れ、後ろには「モック」というおば
けが住んでいるという裏山、遠く南に独

とっ

鈷
こ

山
さん

、西には夫
お

神
かみ

岳なども望むことができ、
四季折々の自然の変化を楽しめる豊かな環
境にあります。
　太陽と土と水と命の源に触れ、豊かな自
然の下で友達と思う存分遊ぶことを通して
心身ともにたくましく、自立し共生できる
ことを教育方針に据えており、人生を生き
抜くために、幼児期を木に例え、「根っこ」
をしっかり張ることが最も大切だと考えて
います。
　子どもたちは、畑で野菜や花を育てたり、
小動物の世話をしたり、四季折々の自然と

関わったりして楽しく活動し、生き物を可
愛がること、植物を育てることなど自然と
関わり、友達と交流することで、思いやり
の心や豊かな情操を育てて欲しいと願って
います。また、園の専用田で、田植えや稲
刈りを体験し、収穫した米でおにぎりパー
ティーや餅つきも行っています。
　園の行事も盛りだくさんで、親子遠足、
七夕の集い、お泊り会などがあります。さ
らに、上田わっしょい、道祖神などの地域
の行事や伝統行事にも参加しています。
　また、心身の鍛錬を目指して、おやつは
煮干、夏期はわらぞうり、運動会では裸足、
年間を通して水泳指導をしています。

　恵まれた自然環境
の中で、子どもた
ちは、強く正しく美
しく、そして優しい
心で、心身ともにた
くましく育っていま
す。

恵まれた自然環境
の中で

「おいしいお米になりますように」

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室

＜広告欄＞

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修
を
開
催

　

実
技
の
復
習
な
ど
を
し
、
認
定
証
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

平
成
20
年
度
に
救
急
員
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

救
急
員
認
定
証
、
実
技
が
で

き
る
服
装
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
日
赤

長
野
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

す
る
か
、
電
話
で
福
祉
課
へ（
認
定
証

の
番
号
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
）。

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
９
０
）

　
　

FAX
24
・
９
４
２
３

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
後
期
）

●
日
時　

10
月
24
日
か
ら
の
月
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球（
後
期
）

●
日
時　

10
月
14
日
か
ら
の
金
曜
日
、
午

後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

●
申
し
込
み　

９
月
14
日
㈬
〜
10
月
５
日

㈬
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
体
育

課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、

自
然
運
動
公
園
体
育
館
、
丸
子
総
合
体

育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所

へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

再
就
職
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
文

章
の
作
成
、
デ
ー
タ
の
整
理
と
活
用
法
、

関
数
を
使
っ
た
表
計
算
な
ど
す
ぐ
業
務
に

生
か
せ
る
知
識
を
集
中
的
に
学
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
26
日
㈪
・
29
日
㈭
、
10
月

３
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
パ
ソ
コ
ン

で
文
字
入
力
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

受
講
料
９
０
０
円
、
テ
キ
ス

ト
代
５
２
５
円

●
申
し
込
み　

９
月
12
日
㈪
〜
20
日
㈫

に
、
受
講
料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・

ゆ
う
へ
。

●
そ
の
他　

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
61
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

９
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
糖
尿
病
の
新
薬
の
こ
と
」も
う

聞
い
た
？

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

携
帯
お
役
立
ち
講
座

　

多
機
能
化
が
進
ん
で
い
る
携
帯
電
話
の

活
用
法
や
、
従
来
か
ら
あ
る
便
利
な
機
能

と
使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
。
音
声
読
み
上

げ
機
能
付
携
帯
電
話
で
実
機
体
験
し
、
日

常
生
活
の
中
で
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

10
月
７
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
点
字
図
書
館

●
対
象　

視
覚
障
が
い
者

●
定
員　

14
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
代
）

●
申
し
込
み　

９
月
27
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
上
田
点
字
図
書
館
へ
。

●
そ
の
他　

送
迎
が
必
要
な
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

上
田
点
字
図
書
館

　
　

TEL
22
・
１
９
７
５



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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催
し

＜広告欄＞

※イベントの内容は、一部変
更になる場合もあります。
　信州上田まつり実行委員会事務局（ 観光課内）　TEL23･5408

し催
新生上田市５周年記念



情報あ･ら･かると

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e 20

Information A La Carte

甲
種
防
火
管
理
者

新
規
資
格
取
得
講
習
会

●
日
時　

10
月
６
日
㈭
・
7
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

●
受
講
料　

会
員
３
５
０
０
円
、
一
般

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈬
午
前
９
時
以

降
、
上
田
広
域
消
防
本
部
予
防
課
ま
た

は
東
御
・
丸
子
・
真
田
・
依
田
窪
南
部

の
各
消
防
署
窓
口
へ
。

　

上
田
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

託
児
付
き
子
育
て
講
座

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
に
つ
い
て
専
門
講
師
に
よ
る
講

義
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
／
内
容　

10
月
18
日
㈫
／
乳
幼
児

期
の
心
理
、
11
月
16
日
㈬
／
乳
幼
児
の

発
達
を
育は
ぐ
く

む
遊
び
、
12
月
７
日
㈬
／
感

性
を
育
て
る
お
も
ち
ゃ
作
り
、
平
成
24

年
１
月
18
日
㈬
／
急
な
病
気
や
け
が
の

応
急
処
置
、
２
月
22
日
㈬
／
歯
の
健
康

と
生
活
、
歯
磨
き
の
実
践

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

４
か
月
〜
３
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

親
子
30
組

●
参
加
費　

５
０
０
円（
５
回
分
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
水
、
ミ
ル
ク
、

交
換
用
オ
ム
ツ
な
ど

●
申
し
込
み　

９
月
20
日
㈫
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

「
信
州
上
田
の
偉
人
」講
座

　

上
田
市
出
身
ま
た
は
縁ゆ
か
り

の
人
物
で
、
国

内
や
世
界
で
活
躍
し
た
先せ
ん

達だ
つ

者
を
テ
ー
マ

に
、人
物
像
や
業
績
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
演
題
／
講
師　
「
山
本
鼎

－

そ
の
素
顔

と
業
績

－

」／
山
本
鼎
記
念
館
職
員

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
中
央
公
民
館

へ
　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
講
座

（
９
〜
２
月
）参
加
者
募
集

　

熟
大
メ
イ
ト
を
つ
け
て
行
う
イ
ン
タ
ー

バ
ル
速
歩
は
、
通
常
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に

比
べ
、
短
時
間
で
持
久
力
や
体
力
ア
ッ
プ

の
効
果
が
得
ら
れ
、
ま
た
体
脂
肪
や
血
中

脂
質
な
ど
の
値
の
改
善
も
期
待
で
き
ま

す
。

●
日
時　

次
の
い
ず
れ
か
の
日
程
で
体
力

測
定
と
血
液
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
各
自
で
４
か
月
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速

歩
を
実
践
し
、
再
び
体
力
測
定
・
血
液

検
査
を
行
い
効
果
を
確
認
し
ま
す
。

①
９
月
30
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

②
10
月
３
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

③
10
月
12
日
㈬
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30

分
●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

20
歳
か
ら
お
お
む
ね
69
歳
以
下

の
上
田
市
民
で
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
必
ず
参
加
で
き
る
方

●
定
員　

各
20
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

環
境
フ
ェ
ア
の
出
店
者
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
「
う
え
だ
環
境
フ
ェ
ア
」の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

上
田
創
造
館
中
庭

●
募
集
区
画
数　

35
区
画（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
８
日
㈭
〜
22
日
㈭
ま

で
に
、
生
活
環
境
課
窓
口
へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

踏
入
地
区
の
旧
北
国
街
道
沿
い
に
唯
一
残
る
古
井
戸
で
、「
七
夕
ま

つ
り
天あ
ま

之の

川が
わ

」が
、
８
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

井
戸
の
そ
ば
に
作
っ
た「
天
之
川
」の
砂
文
字
に
線
香
を
立
て
て
、
旧

暦
の
七
夕
の
宵
祭
り
を
祝
う
も
の
で
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
途
絶
え
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
７
年
に
約
50
年
ぶ
り
に
復
活
し
て
以
来
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
祭
り
は
、
平
成
18
年
に
日
本
の
七
夕
百
選

に
選
ば
れ
ま
し
た
」と
分
館
長
の
鈴
木
基
さ
ん（
左
の
写
真
左
）。

　

縦
１
・
５
ｍ
、
横
70
㎝
の「
天
之
川
」の
砂
文
字
は
、
千
曲
川
か
ら

運
ん
で
き
た
砂
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
泥
団
子
を
、
大
人

た
ち
が
木
枠
の
上
に
盛
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
す
。
夕
方
に
は
、
砂
文

字
の
上
に
線
香
を
灯と
も

し
、
願
い
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
七
夕
ま
つ
り
を
知
る
自
治
会
の
柳
原
玉
喜
さ
ん（
左
の

写
真
右
）は
当

時
を
振
り
返

り
、「
砂
は
、
千

曲
川
へ
泳
ぎ
に

行
っ
た
帰
り
に

持
ち
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
昔
は
井
戸
が

５
か
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
砂
文
字
が
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
よ
そ
の
井
戸
へ

砂
文
字
を
壊
し
に
行
っ

た
も
の
で
す
」と
懐
か
し

そ
う
に
話
し
ま
す
。
砂

文
字
を
守
る
た
め
に
、

井
戸
の
側
に
植
え
た
、

と
げ
の
あ
る
カ
ラ
タ
チ
の
木
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

井
戸
の
上う
わ

屋や

は
、
老
朽
化
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
今
年
度
、
わ
が

ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
助
成
を
受
け
て
新
し
く
建
て
替
え
ら

れ
、
祭
り
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
の
佐
藤
浩
さ
ん（
上
の
写
真
中
央
）は
、「
上
屋
の
建
て
替

え
は
、
住
民
の
夢
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
天
之
川
は
夏
の

恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
が
叶
う
よ
う
に
、

こ
の
祭
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

伝
統
行
事「
天
之
川
」は

世
代
間
交
流
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
い
ま
す

踏入自治会

踏入自治会の天之川事業は今年
度、わがまち魅力アップ応援事
業の自治会を対象とした、個性
あるふるさとづくり応援事業の
採択を受けました。この事業で
は、天之川行事のほか、井戸上
屋の建替工事などが行われてい
ます。平成７年に行事が再開し
たのは、分館事業として自治会
が立ち上げたサークル「茶

さ

話
わ

踏
入」で、昔の暮らしや遊び、道
祖神など行事の話の中に出てき
たのがきっかけで、その年の夏
に復活しました。かつての経験
者の協力を得ながら、行事の継
承・育成事業を行うことで世代
間交流が図られています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

佐さ

藤と
う

浩ひ
ろ
し

さ
ん　

鈴す
ず

木き

基も
と
い

さ
ん　

柳や
な
ぎ

原は
ら

玉た
ま

喜き

さ
ん

＜広告欄＞



このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。
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　８月７日、丸子総合グラウンドを中心
に、夏の上田の名物イベント・信州爆水ラ
ン in 依田川が開催され、1,023人の出場者
やその家族などで会場はにぎわいました。
　内村川と依田川の岩場や、川原８㎞を走
る「鉄人コース」と内村川・城山・依田川の
川原や山道４㎞を走る「ずくだしてGoコー
ス」は走破タイムを競う競技で、参加者は、
川の激流を横断し、滑りやすい岩に苦労し
ながら、水しぶきを上げて、必死に走って
いました。流れのゆるやかな内村川で３㎞
のウォーキングを楽しむ「ファミリー・グ
ループコース」には大勢の親子などが参加
し、手をつないで岩場を登ったり、水に身
を任せて泳ぎ下るなど、川を満喫していま
した。
　ゴール後には、鮎

あゆ

やウナギのつかみ取り
や、地元食材を使ったキノコ汁や冷やしト
マトなどの振る舞いが行われ、今年も大盛
況。入賞者の「毎年この大会を楽しみにし
ています」というコメントには、表彰式会
場から、たくさんの拍手が送られていまし
た。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
清
流
に
親
し
む

第
16
回
信
州
爆
水
ラ
ン
in
依
田
川

城南公民館　安全祈願祭・起工式

　

８
月
17
日
、
関
係
者
立
ち

会
い
の
も
と「
城
南
公
民
館

安
全
祈
願
祭
・
起
工
式
」が

同
館
敷
地
で
行
わ
れ
、
起
工

式
で
は
、
母
袋
市
長
、
南な
ん

波ば

清せ
い

吾ご

議
長
、
西
田
不ふ

折せ
つ

教
育

委
員
長
に
よ
り
鍬く
わ

入
れ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

城
南
公
民
館
は
、
城
南
地

域
の
住
民
の
教
養
の
向
上
や

生
活
文
化
の
振
興
な
ど
の
事

業
を
実
施
す
る
社
会
教
育
施

設
と
し
て
、
ま
た
、
城
南
解

放
会
館
と
し
て
隣
保
館
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
が
築
後
40
年
近
く
を
経
る
中
、
老

朽
化
に
加
え
、
地
域
内
人
口
の
増
加
や
学
習
内
容

の
多
様
化
に
よ
る
利
用
ニ
ー
ズ
の
増
大
な
ど
へ
の

対
応
の
た
め
、
地
域
住
民
の
長
年
の
夢
だ
っ
た
公

民
館
の
建
て
替
え
が
、
い
よ
い
よ
実
現
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
、
面
積

１
６
６
９
・
40
㎡
。
本
館
１
階
に
図
書
・
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
、
大
ホ
ー
ル
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
拠

点
会
議
室
な
ど
を
、

２
階
に
は
学
習
室
や

多
目
的
室
な
ど
を
設

け
、
別
棟
と
し
て
工

芸
棟
を
併
設
。
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

し
、
利
用
者
が
使
い

や
す
い
施
設
と
な
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
本
館
の
開
館
は

平
成
24
年
６
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

地域待望の新公民館着工へ
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　７月31日、武石公民館と武石山岳会主催の夏山一般募
集登山が行われ、今年は、伊那市と山梨県南アルプス市に
またがる仙丈ヶ岳に、45名が挑戦しました。
　仙丈ヶ岳は標高3,303ｍ、丸みをおびた女性的な山容か
ら、「南アルプスの女王」とも称される、高山植物の豊富な
山です。
　途中から雨が降るあいにくの天気でしたが、参加者は、
登山道脇で見られる高山植物や大自然の雰囲気を楽しみな
がら進み、約５時間かけて山頂へ到着。残念ながら、周囲
の山々を望む眺望は得られなかったものの、晴れた日には
なかなか出会えない雷鳥も見ることができ、「思いがけな
い出会いに疲れも吹き飛んでしまいました」と話していま
した。
　今回は、雨が降る中の登山であったため、体力的に頂上
まで登れなかった方もいましたが、全員けがもなく無事下
山することができました。参加した皆さんは、夏のひと時、
雷鳥とのうれしい出会いと、深い原生林の森に代表される
南アルプスの魅力を大いに楽しんだようです。

夏
山
一
般
募
集
登
山

南
ア
ル
プ
ス
の
女
王
に
挑
む
！

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
参
加

者
で
に
ぎ
わ
う
夏
の
菅
平
高
原
で
、

７
月
24
日
に
第
11
回
さ
わ
や
か
高
原

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
健
康
増
進
を

目
的
に
、
参
加
者
が
、
地
域
を
楽
し

み
な
が
ら
各
自
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
も

の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
す
る

上
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
が
、
市
の

健
康
推
進
課
か
ら
委
託
さ
れ
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加

者
30
人
は
、
菅
平
小
中
学
校
を
出
発

し
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
心
地
よ
く
響
く
林
を
抜
け
て
、
少
し
汗
ば
ん

で
き
た
こ
ろ
に
、
川か
わ

面も

を
渡
る
風
が
清す
が

々す
が

し
い
唐
沢
の
滝
で
休
憩
。
そ

の
後
、
高
原
野
菜
の
み
ず
み
ず
し
い
緑
が
鮮
や
か
な
集
落
内
を
巡
り
、

ラ
グ
ビ
ー
練
習
な
ど
を
行
う
選
手
達
の
元
気
な
声
を
聞
き
な
が
ら
、
菅

平
高
原
国
際
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
経
て
菅
平
小
中
学
校
へ
戻
る
約
12

㎞
の
コ
ー
ス
で
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
中
に
あ
る
菅
平
湿
原
の
遊
歩
道
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、「
近

隣
に
住
ん
で
い
る
の
に
菅
平
高
原
に
こ
ん
な
広
大
な
湿
原
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
」と
話
し
、
歩
く
こ
と
で
再
発
見
し
た
地
域
の
魅
力

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

さわやか高原ウオーキングin菅平

健康づくりと地域の魅力再発見
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８
月
３
日
、
山
口
自
治
会
館
で
、
山
口
大
根
の
歴
史
と
栽
培
を
知
る
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
地
区
の
住
民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
口
大
根
は
、
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
大
根
で
、
ず
ん
ぐ

り
し
た
形
に
尻し
っ
ぽ尾
の
よ
う
な
根
が
続
い
て
い
て
、
山
口
地
区
の
地
質
に
育は
ぐ
く

ま
れ
た
、

爽
や
か
な
辛
味
と
、
深
い
甘
み
が
味
わ
え
る
大
根
。
県
の
信
州
伝
統
野
菜
に
も
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
地
区
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
山
口
大
根
の
会
が
、
種
の
保
存
や

生
産
振
興
を
行
う
活
動
を
し
て
い
て
、
長
野
大
学
と
連
携
し
た
消
費
宣
伝
活
動
の
結

果
、
山
口
大
根
の
フ
ァ
ン
も
定
着
し
、
一
定
の
需
要
は
あ
り
ま
す
が
、
生
産
が
伸
び

な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
生
産
者
を
増
や
す
た
め
、
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
始
め
に
元
県
野
菜
花
き
試
験
場
長
の
塚
田
元も
と

尚ひ
さ

さ
ん
が
、
山
口
大

根
の
歴
史
や
地
域
活
性
化
に
向
け
て
講
演
。
そ
の
後
上
小
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
栽
培
方
法
の
指
導
、
長
野
大
学
の
学
生
に
よ
る
普
及
の
取
り
組
み
、
山
口
大

根
の
会
の
活
動
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

山
口
大
根
の
会
の
福
沢
恵め
ぐ
み

会
長
は
、「
会
員
20
人
で
は
、
り
ん
ご
と
収
穫
期
が
重

な
る
の
で
、
収
量
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。
定
年
退
職
し
た
方
な
ど
、
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
」と
話
し
、ま
た
、自
治
会
長
の
山
崎
弘
道
さ
ん
は
、「
地

区
内
に
は
、
鳥
獣
被
害
や
高
齢
化
な
ど
で
、
あ
い
て
い
る
農
地
が
あ
る
の
で
、
山
口

大
根
を
作
付
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

信
州
の
伝
統
野
菜「
山
口
大
根
」の

歴
史
と
栽
培
を
知
る
研
修
会
を
開
催

提
供
／
山
口
自
治
会
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